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果よりも良好な分割結果が得られることを明らかにした． 
 
第８章 結論 
 本論文では未観測データの補完問題と領域分割問題の両方に対して対する新しい確率的計算モ
デルの提案と統計力学的近似計算法を利用した確率的情報処理の諸問題に対する具体的な計算法
の構築を行った．確率モデルを利用して大規模な情報処理を行うためには統計量の計算等の計算
困難として知られる計算を何度も行う必要がある．そのため，この計算困難の問題を回避して適
切に情報処理を行う具体的な近似計算法の構築が実際の情報処理の現場では求められている． 
 このような状況に着目し，本論文ではガウシアングラフィカルモデルという比較的扱いやすい
確率モデルを用いた未観測データの補完問題を扱い，パラメータの推定という確率モデルの設計
にかかわる問題や実際に推論を行うアルゴリズム，さらには確率モデルの統計的性能評価といっ
た確率的情報処理の諸問題に対する具体的な近似計算法がすべて固定点方程式を計算する統計力
学的近似計算法を利用することで構成可能であることを明らかにし，数値実験によって良好な結
果が得られることを確認した．また，完全結合型の条件付き確率場というより複雑で最新の確率
モデルに対しても同様な近似計算法を構成することを目指し，完全結合型条件付き確率場を利用
した領域分割の確率モデルを構成した．この確率モデルに対して統計力学的近似計算法を利用し
た推論アルゴリズムを提案し，数値実験により良好な結果が得られることを明らかにした． 
